
の速度回■ど

:.日 本の費槻■0
遠
=の

変遷

最近の鉄題について,新聞に職つ

た配事のうち最も歓迎されたら11=

恐ら〈近く復活する特
'1念

行列草,

とその試運13を 3月 ｀～20日 に行

つたことであろう。その名も「幕」

号とぃゎrLて理しまれた者の特Bl念

行が=昭和 18年職lFご 中止となつ

てから実に6年 もの年月が艇つてい

る そして11′」率め創■の昭和6年

からみると, さらに景い 1ヽ 年とい

う年を経て=餃めてFlビ ようなば臓

をしなければならぬことi=,こ の長

年月間の技術的退歩または足踏みを

感じないわ:ナ にはい0ヽ なヽ  ヽ しかし

とにかく:こ の遭慶

“

,上 へと進む籠

向はお互によろこばしヽ .ヽ

さて日本う飲題が明治う年に創政

されて以栞〕現在までに 79年 を彙

ているが,こ の間
“
逮慶変化を東継

遭線一東京・大阪闘 3品 Lmに つい

てふりかたつてみよう 11ビ 間は明

治
"年

7月 に理撃 として全題し,

同 43年には全線が欄課となつた・

最初は■1聴 レー4(長さlm当 りの

■量をいう〕でもつたが, rkを
へて,昭和7年には

“

Lgじ ―九に

変り,勾配は昭和 9年 12月 つ丹郡

トァネ几の開畑で,量井・関ケ原閥

4.5Lぃ の
'0/J∞

0勾配を職すだけ

で, 全部が 10/10∞ 勾配以下にな

り,念行運■に邁するようになつた。

さて上記東京・大阪間の平均饉躍

の壼化を: /ラ フで示すとハ1目の

ようにな
=.口

治から大正にかけて

千岬 年 0.“b′・
llずつ連度が向上

しているが:昭和 9年に行われた時

亥り改正では,1度に 141lo/hも 増加

した.こ れが燕け待Fg急行列事の開

始によるもので`状で昭和 9年には

丹郵 トンネ几め開通でさらに高趨と

なつた・ しかし昭和 】7年からn選

力峨張という目的つために通度は低

下して行つた その他の繰目の干均

遠皮をグラフにすると,第 2日のよ

うになる,こ のカープが 」 年以降

急に上昇すること力1密ましい.

なお夕u事態度を制限するものに,

保安信号賀備がある・列車口螢のタ

いときは問題にならない力:,高速に

なるにつれ,こ の設備が間■になる。

明治 10年の京都。大阪間の軍券式

閉塞方式, "年新僣 。品川間の双

僣開壼式,次で通fE閉饉=鵬床式自

口閉塞l an式自動閉塞となウ現在

にいたつた。

・
2.廣襲輌絆線の計画

日本の鉄適が欧米話目に劣る最大

原因は,軌闘堕 右のレールのFOm
が鉄いことである.外国の標準軌聞

lま 1486● ■11に対し,わが日の鋏教
:ま 1∞7m●1 で,速演及び出力の上

に著しいハングキヤ′プとなつてい

る.

そこで速度を高めるためには, ど

うしても標準軌間の餞通にしなけれ

ばいけないという餞腱になつて`臓
軌新幹線を計目しはじめた。これlt

昭和 11年に第1円の会合を行つて

から発足し1多 くの技
―

の管

″

軍Z
幻″

甍
″

慶″
′

第1日 粛率・

―‐J



ド,こ の路腺は現在の東轟遭・山陽

尋 とは全然男1個の新しい通過地を決

めることとして,東京 `大阪闘 4時

間,東京・
｀
膠 問 9時間をヨ薩時「1

として昭和 16年 3月 には「東京T
興聞新幹線増設工事」の予算が第76

諷虫で成立した。工事も一部は蒲手

した力ヽ 前にも慶 い々つたように,

な争のために中止となつたのは螢念

である.

しかし,こ の当時行つた皓―
鋒贅料が近い騰末に貴重なデータと

してT4用 されることが組待される .

そのときに提案された車輛の中,

議汽機関軍及び電票機関車のほ要国

を諄 3,416日 に示す.客軍は長

さ 251「l,菫量50t,軸距 17-13m〕 床

高 1300mnl・ 貨率は長さ10mi自二

燿・ 積m阻 ,「岡容暉 75mり ,

廂 1150mmを 考えた・ また運韓

口保で1ま最高 150■ Inノ h,列軍長lt念

行族

…

%昴1=普通岬 1率

くo6口1,貨輸列車 510m,勾 Elま 10/

1噛以下,曲操牛こは 300nl以上,

ルいル は 00Lg/mと なつている.

わが日の餞邁を映耽にしたのは,

tanの やすいこと,― もこれ

で良いと考えたからである力ヽ 開治

%年頃からは1■策の発腱化に伴い

…

おこρた。しかし第 1

日の麟龍会口では香定された。その

囃鯛治 38年に′ヽリマンの提曹にな

る蜜― 島 岡43年田 m
威の皮

―
l目素となク,当時の

費用で
'億

3千万円 (19年計日)で

“
年の第

"猥
会に提案 したが成立

せず,大正3年仙石

■氏,日 5年像臓新

千氏 (大臓内閣)と

廣軌集が出たが,絡

に実現しなかつた

この間大正 6年に

は, 21"号  (Cl)タ

ンタ猥闘事を標準軌

間に改造して,横浜

腺原町田。橋本間に

て実地晨腱 を行つ

た。またF“日瞬韓

の計目に伴い嬌然市

嘉JL導に円形周回線

路を作ウ(一月
"L

m),議農は強を行う

ことも「 f日 したが,

諄路廊置までに至ら

なかつた

3.わが日の

機関車

わが日の列車減日

が前に選 べたよ う

に,洒次高くなつた

ことに対して,何で

もないことと思つて

`れ

けヽない.こ の速

度向上|コま各饉の技

術上の苦0が あつ

た。今,機関率だけ

を開にとつてみても

大正 8年に出来た,

C51形式機関車に,

鋏軌用として当時最

大のもので,凛

ノースウエス

タン餞首:600観 X颯観腱専
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_∴ :塁ガ』笙J野と_」晏:ゝ四

Mom llinwith3
Tho 400

11●W3JIB

量面を 9わ しm/hに 対晉えてみ

る しかし特殊目的のメ腱に対

して 106-110LDザ h程度の速度

を:額汽凛踊車及び電車の双方

で短時間に出したことがある

しかしわが国と同じ軌間の増阿

邁邦鱗道で)1"L111/hと いう速

配のド朧を行つたことを考えれ

ば1ま だ研究の祭地はあるわけ

である。

4.外国鐵道の建壼

の変遷

わが日の鉄通力:やつと 100・

Lnt/h程 度で願打ち状態にある

のに:躇外田では 900bli/h以

上の運鴨をしている。それ亀1

つのHEOで
'関

hn/hと かを機

したといつて自慢するわけでは

なくて,相当長圧離にわたる定

期
'1事

の干寝 力:lttb:/b,

最高速度 lmLmデ Lと ぃぅII巨

運聴をやつている。これらの恥

率を・1“0年頃の記録で見ると

(3)電 ′彙 車

6  べ′け f一 N市 鱗醸
7 1ミ ′じウ 1-キ ー鉄遭 (米 )

8  ベィツ
"ヴ `ニ

ア鉄謹 (ホ )

CbiЙ梵冒ロ
D・ lroit mw
rD 21

第5ロ ロ上・ 電颯観口率の■日

- 14 -
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詢
″

″ ′

″ ′

′

イ′′

ノPJ/    ′
'35   /PJ′常 G国 各自の吉速度列車の

運樽臣離

乱表となる.便宜上ゲーゼん猥賢車,

蒸氣機関享及び電気猥関車●3籠 に

わけて10書口までを示ケ・

次に 113blヽ /b以上のFu車の運韓

距饉を目に示すと・ BO日のように

なる,米田とドイγで高機田博が屋

んであつたことがわかる.以上の■

録はいずれも1939年当時のもので,

その後に欧州)ユIま 騒軍で相当荒廃

し未だ日複不t分と見えるし,米国

4ま あまり影口なしにますます高速化

しているであろう。しかし未だ資料

力t不充分なため,一回上のような表

を採用した・

また記録的に出した遠皮としては

190」 年のドインで 210LD1/bを 置氣

車で,1'31年に有名なツニフペツン

号が 郷
"コ

/bを的鋤 率で,ま た

198040年 にはドイツで3-
の電車,05形蒸翻 軍,イ タリー

ー
   

「

Rがぃずれも
"OLIn/b

を少し超したし, ドイツで 1"9年

に■事で
"こ

Lnノ bを記録している・

5。 藩事σ餞■車
―

口車,デ‐ゼルロロ】れ
ガスタ‐ビ増 口事メ電

・
     J口‖口Lll口1【)

曜
′
ル

動
「

1ン
″

鵠

澤氣猥舅率によつ

て発足した鉄道く、,

各口r_業技術の発達

に伴い各目の動由率

が出来てきた

今その主なものを

,1記すれば,(l)活

集饉関車I(2)電気

餞買車,(3)デーゼ

′1猥闘車,(1)タ ー

ビ:晨野率,(5)ガ
スタービン観興率等

がある.H殿からい

つて一番多いF/は
,

何といつても蒸氣

観鶏車で,次いて電

氣減買軍,電気式ヂ

ーゼル農関車となつ

ている.

このいずれを籍末

の級買車の主力と見

なすべきかについて

は,未だ明確な結論

は1郷すない・ しかし

取る理度の見通しは

次の比較腱から得ら

れるはずである。こ

の資料は米国のもの

をとつた・ その理由

はわが日にはデーゼ

ル諷口車がなく,ま

た新しいデーターが

米口で得られるから

である。いま米国に

おける動向軍別走行

距籠を比較すると,

次のようになる.こ

れをみれば米口では

電気式ヂーゼルan
率が流行であること

,tわ かる
`

パルチモア・

オハイ潮快撻:ロ イヤ′Lブルー争

車 11崚 籐氣 関 1【

ペ ツ シ几 ヴ

“
ニア鉄随 :

特念プロー ドウ

エー号

餘菫J

サソダ・ フエ

デイゼル電気機

キヤビタン

'



年六1語毎日7
19■

'1,17
1.:li

l,39
.::嘔 :｀

19‐ ti

l"= |
】,1:
19■ :

】卜li

1911:

ス観 関東i求 昔から使われて来ナ1

もの‐●,それ自体に瞑nFrrを持つλr

式であり,製{1費 も低願に,融通性

はあるし,事変のときを考えると一

書確実性がある.しかし綺末も現在

の優位を保つためには多くの改良を

側えlr, ころ軸受つ採
"1,動

的P〕合

を興.(す ること,数水車を大形にす

ること,鱚自体を大形にすること,

大形鋼目軌を使う等Ciと を行わな

けィしばならない

電気機
"車

は原動醸ではなく,そ

れrl体 の中|■ 燃料を持たない,照位

出′J当 りつJ〔 長や■量は他形式に比

じ少く,同一‐出力の薫氣a暉軍ょり

も高慣に´́)く が,運鶴口は密的 こき

る,ただ融通性が′レぃ 原動所や配

総電設購 に要する費‖lが高むのが

矢点
=あ

る 従´
'て =市

哲韓や交通

r,密なるところ,地跡 11の 要求等で

Jl f.■・illな いところに使う.'1車の

運こしやすいこと そ―ターのフラ

ッシ.ヤ ーパー,軍側の発熱i補助

AQの 故障専は■氣運韓η欠点であ

る

電気式ヂーゼ几級

"事
は,米口で

特男1念行
'1車

片1と して高速の進歩を

したもので1各大鉄菫が競つてこれ

を採夕llし ている 最近ニユーヨーク

セントフ几鉄適での比較試験つ結果

は相当良かつた。しかし製作費を低

ほにし,出 ノ」当りの■量,出力当句

の車長とをともに小さくしなけれtr

ならたヽ '.ま た襲調部の故碑,冷却

水系統の故障, モーターの過熱 観

湯熊力の不足博は対策を考えねばな

「,r■ こたで1,ろ ´

ただオt日においても原料i由が嬌次

Л,智 t´ て来るために:経済比較は臓

々ヂーゼルに不利となる.殊にわめ
=

国のように,油 を導ら餞入にあおく
‐

場合lt―層自菫しなければならなく

なる・ただ節をはかず,長水補総を

しないで良いという長所は,電気事

とともに愛なfさ れる一大原因であ

る.

ガスターピン樹コ車
'I前

記のデ

ーゼ■艘■t74ヽ りにガスタービンを

使つたもので,発電口をまわしE動

機をまわすことは「Jじ である。こ|し

は目下試験顔関率が欧州=英口及び

米囲で 1,3輛 くらいずつ出来て脇

瞼中である この使J口実目をみない

と何ともいえないが,噸 械のみ

である点,燃料使用量が少い点が博

はで,燃料も石展を使うようになれ

ば署しく有利なものとなろう.

以上は欠点を主として連べたが,

移りゆ《鐵道 I

明治5年新欄‐讚浜間の欧遭布
=

日本 の著彙 捜田車 の饉 歩

年 代 形 蹴 型 式 旧壁式圧 力市 蹴
Ｈ 期

用只笛譴 捌 ι

'ノ

野
′

ρお `′%′ ‘留

帥 硼 ′∂ ″′θ/" 節

B翻 κ″ ∂」 ノ

`と

2ノ ″クノ 趨

脚 曇 囲 ″ ′″ ′銘 乏に2,′ JJJ′

囲有直償 δ切 」フノ′ ′筋 ″″ 61落

鵬 碑 曇 ∂初 ″ だ″

“

閣

証 力1胴日 翻 溜 ′釧 /″Z

大正中用 σJ′ 翻 屁 ′

“

″ ′1田

蜘 賦 θJJ 脚 ″ ″ 翻

肺 C59 ″θ メ認 脚 rJJ

脚 σ″ 囮



高速列車にゴム車IA

ri llIまの口を収 く
・
鉄輪 の轟番や貫動 をpFl〈

・
室氣 人 り ,・ ム車輸 が こ

4■ 1,ど 完成 , '(り ・ ス)ラ スプ
～グのりけ,″ り車に装置 きオlた  性

お「1刊 lltは 時颯 61‐′イ′ι・
T」

想 力を 1,f,自 動 4〔
タイヤめ■らな ゴ

ム剥綸をつけ,率体 1士 七 ア′旺 ニユーム製でわずか :5卜 /tい

う軽快 なもので 6鶴辿紺 で′くり停車場を牢気の颯Iく 滑 り出イ 3口

'
げ た

"分
で走破

‐

「
るとい う快菫 ″喘中である 写質 |よ

」ム車鮨 を

調 tろ 車儡諄 査技師 〔パリ発  ACヽ lE― ナン)

髄氣猥闘車では (l)高加速鷹,(2)

=0が
低い,(1)勾配燻に使つて有

利とというこ大長所があり,■氣式

ヂ_ゼル機関車lt(1)XIE低下の影

口が少い。(1)■心が低い:(3)軸

=が
ぃ 、:(4)。 栞を■

"1良

い(5)加

に始まつた日徴は田治 39,40年の

私鉄口有化によリー日 6,407.■回

に上り]昭和 ■ 年以降itそ の饉屋

が3t4Lした,こ れを宙Eにみると馴

治

“

年の内雌口■ 00方将当り賞

黒軒 0.腱口 に対し昭和 114●・8

連が大い`(6)渭潔である,

(7)利 用申が大い, い)腎 動
‐
rl

を持つている,等の長所を持

つている

さてこのように考えてくる

と,高速
'1率

用原湖 として

どの形式が有利であろうか,

・現在は薫氣楓画軍が多い 電

気機関車は漸次増してゆく〔

ちろう.し かし電気式デーゼ

ル猥質軍や,4毅贅きガスタ

～ビノ機潤軍と比較して何れ

が劣るかということlt,現 在

としてはヽヽえないようであ

る しかしこれらの新形式が,

わが日の鉄IIに 現存せず]従

つて優劣の比較試腱を行えra

ことは緻念なことである.

(目●技官鉄鍛技情研究所)

ニユーヨ"ク セントラル鉄遺:

エンパイヤステート食r'′ 1率

L・Iで釣 3倍である。 日軍事夜の発

展で貨害の自異的漱場により輸選カ

の行詰りに会ヽヽ,新線の建置より施

臓の改良へすなわち量より質への

“換
´
rrHに男めた,諄路の路臥別の

薔長野菫の比率は=車籠区蘭0■S凛

複諄区間 11/,三課区間以上1%

である.ま た日鉄の車喘徴lt列口に

のそ11に 比べて少数だが:運用1敷 申

は職前lt護 かに優れていた・

ツ連の口田率:上囲は「膠利サ」
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――


